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オコナーの ・TheGeranium・モチーフ
への取り組み 南部娘にとってのホームと黒人
利根川 真 紀
FlanneryO'Connor（192564）が死の直前まで手を入れ続けた短編小説
・JudgmentDay・は，彼女の創作活動において異例の位置を占める。最も初
めに活字となり，その後アイオワ大学文芸創作科に提出した修士論文の冒頭を
飾った短編小説は ・TheGeranium・だが，この小説のモチーフにオコナーは
生涯取り組み続け，・AnExileintheEast・を経由して，最後には ・Judg-
mentDay・として結実するに至っている。故郷と家庭という両方の意味で
「ホーム」について問うこの連作の中で問題にされるのは，家族および白人と
黒人との関係であり，南部白人にとってホームの感覚が黒人を抜きにしては成
立しないこと，それほどまでに黒人の存在が南部白人にとってアイデンティティ
の一部となっていることを，オコナーは描いている。
これらの連作は，父と娘の関係が取り上げられているという点においても，
オコナー作品の中で異色の作品群となっている。連作を通して共通のモチーフ
が変奏されていくことになるが，なかでも娘の人物像の設定の変化を辿ること
により，オコナーが南部独特の自己形成の複雑さを形象化しようと取り組んで
いた形跡が明らかになる。1940年代から60年代にかけて大きく変化した南部
の人種関係を背景にしつつ，南部白人の人種意識を取り上げるときに，オコナー
はなぜそれを親子関係の中で，しかも父・娘の関係の中で問うことにしたのか。
この問題について考察を加えることにより，オコナーが得意とした母と娘の関
係の中だけでは問うことができなかった要素についても検討を試みたい。
1．3短編の創作の経緯とオコナーのこだわり
これら3短編の執筆および出版時期に目を向けると，1946年にAccent誌に
掲載され，翌年修士論文の一部となった ・TheGeranium・，1954年には脱稿
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していた ・AnExileintheEast・，1964年に完成して死後出版の第二短編集
（1965）に収録された"JudgementDay"と，ほぼ10年ごとにオコナーの取り
組みの軌跡を辿ることができる（1）。1978年まで一般読者の目に触れることのな
かった ・AnExileintheEast・は，当初第一短編集（1955）に収録されるこ
とになっていたものの，出版直前に執筆された ・GoodCountryPeople・を
収録するべく，急遽スペースの都合により収録リストから外されたという経緯
をもつ作品である（2）。収録を断念した後，1955年6月29日付の手紙でオコナー
は原稿の返却を依頼しており，今後の出版に備えてさらに手を加えようとして
いた形跡が早くも窺える。
Alsoyouhaveacopyofastorycaled・AnExileintheEast・thatthey
didn・tputinthecolection.Pleasesendthisbacktomeandinmy
sparetimeImaygiveitashotofACTHandsenditbackinsome
bettershape.IgatheritistoomuchstillikeitwasinAccenttobe
publishedanywhereelse.（Habit88）
ACTHとは患っていた難病治療のためにオコナーが用いていた薬の名前であ
り，冗談めかしてはいるものの，作品を自らの身体に例えており，この作品に
対するオコナーの並々ならぬこだわりが感じ取れる。さらに，・Judgment
Day・について，死の5週間前に文学関係の友人に宛てた手紙には，・It・sa
rewriteofastorythatIhavehadaroundsince1946andneverbeensatis-
fiedwith,butIhopeIhaveitnowexceptfordetailsmaybe.・（Habit588）
とあり，20年前から作品の出来栄えに満足することができずにいたことが窺
える。死の2週間前にこの友人から作品についてコメントが届くと，オコナー
はさらに最後の修正に取り組むこととなった。総じて，この連作を通してオコ
ナーは，表象化しにくいが表象化できなければ満足がいかないような，切実な
課題に取り組んでいたことがわかる。
MichaelO・Connelは伝記的側面を重視してこの3作を論じ，それぞれの執
筆時期がオコナー自身の生活において大きな節目をなし，特に ・displacement・
を経験した時期にあたると指摘している。1945年はオコナーが初めて故郷南
部と家族のもとを離れて，北部のアイオワ州での大学院生活を開始した時期で
あり，一方1951年には創作活動の場であった北部から，発病のために無念に
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も南部に帰還しており，家族から介護を受けることに由来する緊張感が作品の
父と娘の関係に反映しているという（O・Connel353,357,360,363）。1964年
は迫りくる死を意識しつつ入退院を繰り返した時期であり，彼女にとって最後
の年となった。オコナーにとっては，物理的な移動が，「ホーム」について考
えさせる契機となっているのが特徴的といえる。それほどまでに「ホーム」の
磁場の強さがあったと同時に，アメリカの中での地域差も，背景としてあった
のだろうと推測できる。
過保護な家庭で育ち，通学した大学も自宅から徒歩圏内にあったジョージア
州での環境から一転して，故郷を遠く離れた北部での暮らしの中で，オコナー
はホームシックに悩まされることになった。故郷の母親と毎日手紙をやり取り
し，毎週故郷から新聞を送ってもらっていたと言われている（Gooch120）。
・TheGeranium・の主人公である南部老人について，オコナーは自分が当時
経験したホームシックがもとになっていると親友MaryatLee宛ての手紙の
中で後年述懐している（Habit204）。極度の南部訛りから当初筆談を余儀なく
されるなど（Giroux,Introductionvi），南部と北部との違いを意識させられ
ることになったが，何よりも彼女が痛感した南部との著しい違いは，当地での
黒人との関係だったと考えられる。人種隔離政策が実施されていたジョージア
州サヴァナやミレッジヴィルでの生活とは異なり，アイオワ州での生活の中で，
クラスメートとしての黒人，友人としての黒人など，彼女は対等な立場での黒
人との交流を初めて経験することになったからだ（3）。
1951年に，のちに紅斑性狼瘡と診断されることになる難病の発症ゆえに5
年ぶりに南部に戻ったオコナーが目にしたのは，外側から大きな変化を迫られ
る南部の人種関係だった。・AnExileintheEast・の執筆時期は厳密には特
定されていないものの（4），脱稿が確認されている1954年は，半世紀以上続い
た南部社会特有の人種隔離政策が違憲とされた「ブラウン判決」の年にあたり，
教育機関をはじめとする公共の場における人種統合の導入を巡って，当時南部
各地で多くの抵抗が見られた。
連作の最後のものとなった ・JudgmentDay・に，オコナーは死の間際まで
病床で修正に取り組むこととなった（Westarpxix）。この最終段階の修正は
行き違いにより，第二短編集（1965）および TheCompleteStoriesof
FlanneryO・Connor（1971）には反映されることがなかったものの，1988年に
Saly Fitzgeraldが編集した FlanneryO・Connor:ColectedWorksには
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・Judgement・から ・Judgment・へのスペリングの修正も含めて反映され，
読者は今日，オコナーが最終的に意図した形を目にすることができる
（Fitzgerald,・Note・12591260）
（5）。3連作の関係をめぐっては，存在する合計
26種類の草稿の異動を調査・整理したKarl-HeinzWestarpの1993年出版の
労作が，20年間のオコナーの取り組みの軌跡について貴重な資料を提供して
くれる（6）。
死を意識する中で執筆された ・JudgmentDay・では，「ホーム」という単
語に宗教的な意味合いが増していることはしばしば指摘されるが（7），むしろ本
稿で注目してみたいのは人種関係についての思索の深まりである。1956年に
は，革新的な人種意識の持ち主だった南部女性メアリアット・リーとの出会い
があり，人種問題について率直に語ることのできる同世代の友人を得たと同時
に，時代的にも南部での公民権運動の高まりが背景としてあった（8）。親の世代
である旧世代とオコナーたち新世代とのあいだで人種意識の解離が鮮明になっ
ていった時期でもある（9）。特に南部プランテーションの基盤である家父長制に
守られてきた白人男性は，こうした社会の変化によって大きな意識の変化を迫
られていたと考えられる。
2．父親像の変化
オコナー作品の中で舞台が例外的に北部に設定されているこれらの3短編で
は，南部という土地が北部との関係において相対化されて描かれていくことに
なる。これにより，それぞれの時期の南部の人種関係を，オコナーがどのよう
に形象化しているかが浮き彫りにされる。南部の描かれ方，翻って北部の描か
れ方，そして北部人による南部観を南部人がどのように受け止めるかが，作品
ごとに変化していくが，ここでは特に南部白人男性像の変化をまずは確認して
おくことにしたい。
・TheGeranium・においては，主人公OldDudleyは，昔観たBigTown
Rhythmという映画の中のニョーヨークに憧れて都会に出てくる（Complete4）。
その彼が懐かしく思い出す「ホーム」の南部は，釣り・狩猟が楽しめる自然に
恵まれた場，・shonuffgeraniums・（3）に象徴されるように植物が育つ場で
あり，それを立派に育む力は黒人白人を問わず女性たちに結びつけられている
（3,9）。そしてこの南部社会は，白人男性を頂点とする父権制家族として構成
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されている。妻を亡くして以来，ダドリーは下宿屋の二階の角部屋に住み，
・themaninthehouse・（5）として白人婦人たちから頼られ，尊敬を勝ち得
ており，一方で彼らの生活を支えるのは，屋敷の地下室に住む黒人夫婦の
RabieとLutishaである。ValLarsenが指摘するように，オコナーはこの下
宿屋が，ダドリーを ・theprivilegedlordofaquasi-feudalsociety・とする
・amicrocosmicOldSouth・に他ならないことを示している（Larsen90）。
だが，ダドリーは北部に移動するとともに，周囲から老人，子ども，非男性
扱いされることにより，深刻なアイデンティティの危機に見舞われる。彼は，
血気盛んな内的独白とは裏腹に，勝手の異なる北部黒人に実際に話しかけられ
るとすっかり委縮してしまい，狩猟では何を使うのかと尋ねられる場面で，・・I
useagun,・hemumbled.・（Complete12）とただ一言答えることができるだ
けである。アパートの隣人であるこの北部黒人の声は，ダドリーには ・avoice
thatsoundedlikeanigger・slaughandawhiteman・ssneer・（12）と感じ
られる。黒人は老齢のダドリーをいたわり，庇護者然として丁寧に接するため，
ダドリーは自分がまるで ・child・（12,14）になったように感じる。南部では
黒人レイビーから ・boss・（5,11）と呼ばれて自尊心を満足させていたダドリー
だったが，この北部黒人からは ・old-timer・（12,13,14）と呼ばれることにな
り，老齢と無力さを否応なく痛感する。娘は，彼を16歳の孫息子と同じ部屋
に住まわせるだけでなく（6），彼が分別のない愚か者であるかのように扱う
（9）。作品の最後で一人泣く姿を向かいのアパートの白人男性に目撃され，・I
ain・tneverseenamancrylikethat.・（13）とからかわれ，ダドリーはこの
北部の地でジェンダー的にも非男性的な存在に格下げされてしまう。総じて，
旧南部的な白人男性の価値観がいかに限定的な場でしか通用しないかを告げて
いるといえよう。
10年後に書き直された ・AnExileintheEast・においては，作品の焦点が
微妙に変化している。ここでも強調されているのは北部とは異質な場としての
南部の特殊性ではあるものの，それはすでに有効性を失ったものとしてではな
く，それなりに継続性をもったものとして描かれている。すなわち，ここで強
調されているのは，南部における白人と黒人の独特の親密さである。死んだふ
りをして棺桶の中に入って南部に帰還することを夢想するタナーは，棺桶の蓋
を自ら押し上げる場面で，迎えにきた黒人Colemanが嬉しさのあまり上げる
"Hiiiieeeee!・（20）という叫び声を想像し，思わず実際にその言葉を叫んで
オコナーの ・TheGeranium・モチーフへの取り組み 27
Hosei University Repository
しまう。ここではタナーがいかにコールマンを身近に感じているかが示されて
いる。それと呼応するかのように，この作品においては，北部の描かれ方自体
もまた相対化されている。この短編に登場するアパートの隣人の黒人は，善意
から老人が階段を上るのに付き添った前作の親切な北部黒人とは異なり，暴力
こそ振るわないものの，南部的なものに対して冷笑的な態度を取ることによっ
て，北部のイメージを変化させてもいるからだ。彼は，タナーの南部訛りや南
部連合の歌ディキシーに対して，侮蔑を露わにする。
・Whatkindofgameareyouplaying,Pardner?・thebignigger
askedinawel-oiledyankeevoice....
・Ahwouldn・tbeplayingIndiansonthesestepsifahwereyou,
oldpal,・theniggerdrawledinamockSouthernaccent.・Now ah
sho・nufwouldn・tbea-doingthat,・andhepattedoldTanneronthe
shoulderandthenwentupthesteps.Hissockshadbrownflecksin
them.Oncearoundthebend,hebegantowhistle・Dixie,・butthe
soundstoppedasheshuthisowndoorbehindhim.（20）
南部に対する軽蔑が，人種意識に縛られない北部の黒人男性によって表明され
ており，そのことがタナーにとっては深刻な心理的打撃となる。この作品では，
タナーはこの北部黒人と接する場面において，自らは一言も言葉を発すること
ができないままとなる。
ニューヨークにおいては，人びとが互いに無干渉で過ごすことが生活の基本
とされており，このことはこの短編の最後で向かいのアパートの白人男性が発
する言葉によっても裏付けられているが（21），同様のことが人種間の関係に
ついても該当することは，次の娘の言葉からも明らかになる。
・...Idon・twantanytroublewithniggers.Ifyouhavetolivenext
tothem,justmindyourownbusinessandthey・lmindtheirs.Every-
bodycangetalongiftheyjustmindtheirbusiness.Liveandlet
live,・shesaid.（17）
対照的に，南部での人種間の関係は，複雑に絡み合ったものとして提示されて
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いる。南部黒人男性はこの短編では妻帯者（レイビー）から独身者（コールマ
ン）に変更されており，白人男性タナーが建てた ・ashackmadeentirelyof
tinandcrates・（13）に2人で暮らし，食糧調達を初めとするあらゆる面にお
いてタナーはこの黒人に依存している。タナーは他の白人たちとの交流はなく，
この黒人が主従関係を超えた唯一の精神的拠り所となっている。人を混乱させ
る大都会ニューヨークも，コールマンを案内すると思うと耐えられる場として
タナーに認識される場面（1415）や，彼がコールマンから届いた絵ハガキを
大事に帽子の内側に留めて持ち歩いている場面（14）は，いかに彼のアイデン
ティティがコールマンによって支えられているかを物語っている（10）。上下関係
はあるものの，40年間の交流によって親密な友情のようなものが築かれうる
ことを，タナーとコールマンの稀有な関係は証明しているようだ。
Bythetimehehadlefthome,hecouldnotdoanythingatalbutsit
andhehadbeenfoolenoughtothinkitwouldbebettertositinanew
place.Hecouldn・tevenfireagunanymore.Coleman・shandswere
twistedbuthecouldstilhunt.Colemanstilhadplentyhecoulddo.
Alhehimselfcoulddowassit.（16）
この作品では，タナーがニューヨークにやってきた理由は上記のように語られ
ており，コールマンに完全に依存していることに対して，タナーの側に遠慮や
心理的抵抗があったのかもしれないことが窺える。しかしながら，ニューヨー
クに来てから，このような心配が他人行儀であったことにタナーは気づくこと
になり，南部の「ホーム」への郷愁が募るのだった。
3作目の ・JudgmentDay・では，この2人の関係はさらに相補的なものへ
と深まりを見せ，分身，一心同体である様子が強調されるに至っている。若かっ
た時には，コールマンは ・bear・，タナーは ・monkey・のようであったのに
対して，今では，コールマンは ・monkey・，タナーは ・bear・のようになっ
ている（Colected679）。またタナーがこの人生最期の日に回想するのは（11），2
人が結局はネガとポジの関係であったことである。
Andthenhe［Coleman］lookeddirectlyatTannerandgrinned,
orgrimaced,Tannercouldnottelwhich,buthehadaninstant・s
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sensationofseeingbeforehim anegativeimageofhimself,asif
clownishnessandcaptivityhadbeentheircommonlot.（683）
通常は滅多に生じえない補完しあうような親密な関係が，南部の白人男性と黒
人男性のあいだで成立しうることを，何事につけて没交渉を良しとする北部で
の個人主義の人間関係に対置する形でオコナーは描いていることがわかる。
3．時代の変化と「黒人」という幻想
・JudgmentDay・が前2作と大きく異なる点として注目すべきは，主人公
の南部白人タナーが，娘の隣のアパートに越してきた北部黒人に対して，自分
から執拗に話しかけていることである。彼のこの行動を支えているのは，自分
は黒人というものをよく理解しており，隣人の北部黒人は自分のような友人を
求めているはずだという過信・妄信である。この結果，彼は隣人に名前を聞こ
うともせずに，・John・，・Preacher・と呼びかけ，またアラバマ州南部の出身
だろうと決めつけ，釣りにも関心があるのではないかと信じて疑わない（Col-
lected688,689）。これに対して，相手は怒りを露わにして，自分は俳優であり，
宗教心などなく，ニューヨーク市の生まれだと反論する。それにもかかわらず
タナーは認識を改めず，相手の言うことに取り合おうとしない。しまいには，
・judgmentday・を繰り返すタナーは，宗教を否定するこの北部黒人からの
怒りの暴力に見舞われ，昔の拷問具である ・stocks・（695）に両脚を嵌められ
たような姿で，アパートの階段で死を迎えることになる。
自分には黒人のことがよく理解できているというタナーの自信は，南部黒人
と北部黒人とを区別しないところからくる強い思い込みでもあるが，実は南部
においても，彼の自信は混血の黒人であるDoctorFoleyを相手にした時点で
揺るぎ始めている。タナーはこの作品では，川向うに所有していた土地もいつ
しか失い（684），30年来のつきあいの黒人男性コールマンと力を合わせて2
人で建てた掘立小屋で（680），ドクターの土地に不法占拠した形で暮らしてい
る。自分のもとで密造酒を作って働くか，さもなくば土地から退去するようド
クターに選択を迫られ，タナーは，白人に黒人のもとで働けとまでは政府もま
だ言ってはいないと抵抗する（684685）。この作品が執筆された1964年頃に
は，公民権運動も成果を上げつつあり，南部においても黒人の権利・経済力の
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向上が見られ始めていたものの，タナーは ・anigger・swhitenigger・（685）
になることを頑なに拒否しようとした。ドクター・フォリーの人種は・Hewas
onlypartblack.TherestwasIndianandwhite.・（680）と，あえて黒人・
インディアン・白人の混血である設定にされており（12），彼のような存在がいか
に旧南部社会の人種秩序を攪乱するものであるかは，・JudgmentDay・の途
中段階の原稿において，それぞれの血筋の役割によっても説明されている。
Hismeannesscamefrom thewhitebloodandhisshut-mouthcraft
from theIndianandasfortheother,thatwasjustsomethinghe
couldn・thelp,itwasjustathejokertheLordhadplayedonthepride
hehadseeninadvanceindeck.（Westarp67）
総じて，白人と黒人という2種類の人種に人工的に区分けすることによって
維持されてきたアメリカの人種秩序が揺らぐ様子を，オコナーは3短編におい
て，それ以外の人種や外国人の存在を可視化することによって示唆している。
・TheGeranium・では，ニューヨークの街の様子が ・Theyroledoffthe
streetanddownstepsandintotrains－blackandwhiteandyelowal
mixeduplikevegetablesinsoup.・（Complete7）と描写され，そこでは黒
人も白人も黄色人種も入り乱れているようだ。また ・AnExileintheEast・
において，こうした要素は街だけでなく，娘が住むアパートの建物の内部にま
で否応なく侵入している。娘に頼まれて洋裁の型紙を取りにいく Mrs.
Schmitt家では ・Aforeignboy・（・Exile・19）が応対するし，また隣に越し
てきた北部黒人の妻の人種は，タナーの視点から次のように描写されている（13）。
Shedidn・tlooklikeaniggertohim,morelikeaGreekoraJewor
maybeshewasaredIndian,hedidn・tgiveadamnwhatshewasany-
way....Thenigger・swifecouldbeaChineseforalwhathecared;she
couldbepartgiraffe.（19）
・JudgmentDay・においては，そんな彼女に対して対応のしかたがわから
ずに途方にくれるタナーが，思わず ・invisibility・（Colected689）を装う場
面さえある。この短編では，彼女が越してくる以前からすでに，タナーの娘が
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住むマンションの建物は，外国人が溢れる場所となっている（14）。
Shelivedinapigeon-hutchofabuilding,withalstripesofforeigner,
alofthem twistedinthetongue.Itwasnoplaceforasaneman.
（686）
前2作ではもっぱら北部の現象として語られてきたこうした人種攪乱的要素は，
3作目の ・JudgmentDay・では先に指摘したように，ドクター・フォリーを
描写する際にも見出されることになる。2極化した人種から構成されてきた人
種秩序が南部においても崩壊しはじめるとき（15），人種隔離政策下で形成された
白人の親子関係はどのような様相を呈することになるか，次節で見ていく。
4．「義務感の強い娘」が支えるもの
あまり指摘されることはないものの，最後まで名前を与えられることのない
娘の人物像も，父親像の変化と連動して，3連作を通して微妙に変化してい
く（16）。・TheGeranium・の場合，ダドリーは地元ジョージア州の大都会アト
ランタに幼い頃一度足を運んだことがあるだけという田舎育ちの人間だった
（Complete4）。父親に対して娘が心理的に距離がある人物であることは，彼女
が南部の片田舎を遠く離れた北部の大都会で結婚生活を送っており，黒人がア
パートの隣室に入居しても，北部の人種関係に順応して無干渉を貫くことによっ
て，都会の生活を続けていこうとする姿勢から読み取ることができる。
主人公である父親の物語の背景をなすにとどまっていた娘夫婦であったが，
彼らの存在感が増すのが3作目の ・JudgmentDay・である。娘の夫は，この
作品では義理の父の視点から，・Theson-in-lawhadastupidmuscularface
andayankeevoicetogowithit.・（Colected677）と，北部出身者である
ことが価値判断を伴って指摘されており（17），一方，夫の言動からは義理の父の
南部を理解しようとしないばかりか軽蔑しきっている様子が伝わる。・Judg-
mentDay・の途中段階の草稿では，・Shehadayankeevoiceherselfnow
butitwasnotasbadashis.・（Westarp17）と，娘自身も北部訛りを話すこ
とが指摘され，娘がこの夫に感化されて北部的なものの考え方に染まっている
ことが示されている。また草稿において，作品の最後で，遺体は南部に埋葬し
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て欲しいという主人公タナーのたっての願いを無視して，ニューヨークに埋葬
することをあくまでも主張するのも，この北部人の夫である（Westarp197）。
つまり ・JudgmentDay・では，タナーと娘夫婦との対立の構図が，前2作よ
りも先鋭化していることがわかる。
他方で，この娘が，昔ながらの南部家父長制社会が育てた「義務感の強い
娘」（18）であることもまた3作品を通じて描かれている。例えば，・AnExilein
theEast・では ・duty・という単語が作中で5回繰り返され，年老いた親の面
倒を見るという娘の義務感が強調されている（・Exile・13,13,13,13,14）（19）。
しかしながら，彼女が教え込まれた「義務」の内容には，親の老後の世話だけ
でなく，黒人に対する差別的な扱いも含まれていることが明らかになる。
・Where・dyougetthatawfulniggeranyway? Why・shestaywith
you?Youcan・tpayhim.He・stheonefeedingyou.DoyouthinkI
wanttoseemyownfatherlivingoffanigger? Thebothofthem
eatingstolenchickens?・（14）
つまり ・TheGeranium・において，北部に順応しきって，南部の生活様式と
決別したかに見えていた娘は，その後の2短編においては，養うこともできな
い黒人に父親が世話をしてもらっているという事実を受け入れることができな
いという，旧南部的な人種意識の持ち主として登場しているのだ。さらに言え
ば，娘はこの3作目の冒頭では，北部人の夫に対して，・nawthunniggers・
とは異なる南部の ・arealnigger・を相手にするためには ・brains・が必要で
あると南部特有の人種関係を説明し，・Hewassomebodywhenhewas
somebody.・と，自分の父もかつて黒人たちを従わせる力量のある「特別な人」
だったことを誇り，自慢してもいた（Colected677）。
さらに，この人種意識を娘がどのように獲得したかに着目すると，後の2短
編のあいだには微妙な差異が確認される。・AnExileintheEast・では，こ
れを娘に教えたのは ・Righteouspeoplethoughpoor・（14）と遠回しの表現
がされているのに対して，・JudgmentDay・においては，それが娘の母親で
あることがはっきりと明言されるに至っている。
・Ifyoudon・thaveanyprideIhaveandIknowmydutyandIwas
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raisedtodoit.Mymotherraisedmetodoit.Shewasfrom plain
peoplebutnotthekindthatlikestosettleinwithniggers.・（Colected
679）
全3作中で娘の母親への明瞭な言及がなされるのはこの部分のみである。妻が
1922年に死亡した後に主人公の下宿屋での生活が始まったことが地の文で語
られる ・TheGeranium・とは異なり，後の2短編では母親の死亡年は直接言
及されることがないものの，・AnExileintheEast・には ・Hehadraisedup
fiveboysandthisgirlwithsawmilingandfarming....・（13）という記述
があるため，この頃には寡夫になっていた可能性が高い。製材の作業中に父と
黒人コールマンとが出会い，そのつきあいが ・AnExileintheEast・では40
年（14），・JudgmentDay・でも30年（680）のあいだ続いてきたことを考え
ると，娘の母親の死後かなりの年月が経過していることが推測できる。これら
2短編において，娘の母親はひとえに，南部特有の人種差別意識を娘に教えこ
んだ存在として描かれ，しかもその教育の影響力がその死後も減じることなく
持続している様子が示されている。
・JudgmentDay・では，父親を南部に埋葬することを娘が拒否した理由が，
黒人に父を埋葬させることが許せないという人種感情に由来することを強調す
るために，オコナーはColected版でのみ確認できる最終段階の修正において，
・I・mnotlettingnoniggerburyyou....・（691）という表現を新たに追加し
ている。父の意に反して北部に埋葬したために不眠症に悩まされるようになっ
た娘は，やがて遺体を掘り起こして南部に送り届ける決断をすることになる。
しかしこの期に及んでも，・shippedthebodytoCorinth・（695）と記されて
おり，ここには南部の故郷の土地ジョージア州コリンスには送っても，黒人コー
ルマンのもとに送りたくはない娘の抵抗が，敢えて書きこまれているようだ。
したがって，3連作において変化している点は，はるか以前に死亡している
母親についての言及が，幼少期に教え込まれた人種意識の持続性の強さを示す
手がかりとして機能するようになっていくことである。1作目の ・The
Geranium・においては，娘のアパートの隣室に北部黒人が入居すると，その
ような場所に平気で住み続けるように娘を育てた覚えはないと激怒したのは父
親だったが，3作目の ・JudgmentDay・においては，父親が激怒する場面は
存在せず，人種に関するそのような教育を施したのは母親という設定に変わっ
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ているわけだ（20）。むしろ，2作目と3作目の父親は，南部黒人コールマンとの
あいだに，上下関係を前提にした上でのことではあるものの，一種親密な関係
を築くに至っている。経済状況が変化し，人種隔離政策が変化を強いられる時
代に，南部において白人と黒人とが身近に接触する中で，どのような関係を結
ぶことが可能であるかが示されているといえる。
公民権時代を生きる新しい世代の娘として，しかも北部の地に北部人の夫と
暮らすことを選んだ娘だったにもかかわらず，父の死後，父親の影響力からい
かに自分が自由でないかに彼女は気づくことになり，父の遺志に従うことにな
る。さらに幼少期に受けた母からの教えゆえに，父親以上に旧南部的な人種意
識にとらわれていたのがこの娘のほうであることが露呈する設定からは，公民
権運動によって一朝一夕には解決しない南部における人種関係を，あくまでも
複雑さを保ったままに描き出そうとするオコナーの苦心の跡が確認できる。生
まれ育つ環境によってはぐくまれた人種意識は，アイデンティティや親子の情
と密接に絡みあい，それを否定しようとすれば，自らの過去や記憶や家族意識
も根本的な変容を迫られる。オコナーの異色の3連作が告げるのは，アメリカ
南部ならではの，「ホーム」をめぐるこの複雑に入り組んだ心理に，オコナー
が作家生涯を通して粘り強く向き合い，言語化しようとし続けた軌跡に他なら
ないといえるだろう。
（1） 作品タイトルの綴りの異動 ・Judgment・と ・Judgement・については，すぐ
あとで説明する。
（2） JanNordbyGretlundによると，分量超過により ・GoodCountryPeople・
とこの作品が差し替えられた（Gretlund3）。SalyFitzgeraldによると，・Good
CountryPeople・のために削除された作品は，この作品と ・AnAfternoonin
theWoods・だという。後者はもともと ・TheTurkey・のタイトルで修士論文
に収録されていた短編小説だったが，翌年 ・TheCapture・として雑誌に掲載され，
それにさらに手を入れて題名を変えたものだった（Fitzgerald,・Chronology・
1248,・Note・1260）。
（3） 拙論3940頁を参照。
（4） MichaelO・Connelによると，執筆時期は厳密に特定することはできないが，
1951年より後の時期だろうとしている（O・Connel355,363）。JanNordby
Gretlundによれば，・TheDisplacedPerson・と ・TheArtificialNigger・の
間の時期に執筆された（Gretlund4）。前者の出版は1954年10月，後者の出版
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は1955年春である（Giroux,・Notes・553）。SalyFitzgeraldの年表には，1953
年12月には ・TheDisplacedPerson・の一部が朗読され，1954年に加筆修正さ
れたこと，1954年には ・TheArtificialNigger・の出版決定および加筆修正が
なされたことが記されている（Fitzgerald,・Chronology・1247）。
（5） 本稿では，・JudgmentDay・からの引用は，SalyFitzgerald編纂のFlannery
O・Connor:ColectedWorks版による。
（6） Karl-HeinzWestarpが扱っているのは，・TheGeranium・の草稿4種類，
・AnExileintheEast・の草稿1種類，・GettingHome・の草稿4種類，・Judg-
mentDay・の草稿 17種類である（Westarpxxxv）。・GettingHome・は
・JudgmentDay・の初期段階を形成する草稿であり，一度出版社に完成稿とし
て提出されたが却下されて出版には至らなかったものであり，Westarpの本書
により初めて活字化された。
（7） 例えば，Darretta,Giannoneを参照。
（8） 特にジョージア州での公民権運動およびそれへの反応については，Johnson
78を参照。オコナーの諸短編小説の背景をなす，公民権運動に至るまでの南部
社会における人種関係の変化を論じたものとしては，Dunleavyを参照。
（9） 拙論4041頁を参照。
（10） ニューヨークの街を南部黒人に案内することを想像する場面は，・The
Geranium・と ・JudgmentDay・でも確認できる。絵ハガキの場面は ・Judg-
mentDay・にも存在する。各作品における場面の異動と比較については，
Gretlund57を参照。
（11） RalphC.Woodは，この作品がタナーによる5回の入り組んだフラッシュバッ
クから構成されていることに着目し，タナーが北部の黒人に親しくなろうと接近
する理由を，・AsifinpenanceforhavingabandonedhisNegrocompanion
inGeorgia・と，コールマンを南部に残したまま一人北部に来てしまったという
過去の罪にタナーが気づき，それを贖おうとする改悛の念が背後にある可能性に
ついて言及している（Wood20）。
（12） ・JudgmentDay・の初期段階の原稿にあたる ・GettingHome・の草稿では，
ユダヤ人の血筋についても言及されている。・DoctorFoley.Hewasonlypart
Negroblack.TherestwasIndianandwhite.andTannersuspectedhehad
someJew inhim otherwisehewouldnothavebeensmartashewas.・
（Westarp65）
（13） ・JudgmentDay・の初期段階の原稿にあたる ・GettingHome・の草稿，およ
び ・JudgmentDay・の草稿では，この北部黒人女性に関して ・ayankeevoice・
という記載もある（Westarp129）。
（14） ・JudgmentDay・の初期段階の原稿にあたる ・GettingHome・の草稿では，
国名も入り，より強調されていた。・TheywereGreeksorItalianssomething
foreignorsomething;theyyeledateachotherinaforeignpeculiarlan-
guagebutanddidnotspeaktohim.・（Westarp123）
（15） DoreenFowlerは，オコナー作品において，白人と黒人の区別が人工的に構
築される様子が描かれていることを論じ，例えばこうした二項対立を揺るがす要
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素として，アパートの隣に越してきた黒人の妻が ・copper-coloredhair・をし
ており，肌の色が ・pale・とされていることを指摘している（Fowler35）。
（16） RichardGiannoneはその論文の一部において娘に着目し，父の死によって娘
が変化していく様子を指摘している（Giannone1213）。
（17） 2作目の ・AnExileintheEast・においても，主人公タナーには，娘の夫の
声は ・hisnasalyankeewhisper・（・Exile・12）と北部訛りが違和感をもって響
いていたが，この義理の息子についての価値判断は示されていなかった。
（18） 南部特有の ・southernladyhood・および ・dutifuldaughter・に関しては，
例えばKatherineHemplePrownを参照（Prown1415）。
（19） ・TheGeranium・では ・duty・は4回使用されており（Complete4,4,4,6），
・JudgmentDay・では3回使用されている（Colected679,679,687）。
（20） 2作品目の ・AnExileintheEast・においては，アパートの隣室に黒人夫婦
が越してくると，黒人の隣に平気で住み続けるように娘を育てた覚えがないと，
タナーは息巻くが（・Exile・17,18），娘からは ・Youshouldsquawk!Youliv-
inginthesameroom withthatnastystinkingfilthyColeman!・（18）と一
見矛盾したその態度を糾弾されている。
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